
利
便
性
と

う
る
お
い
の

あ
る
環
境 Our town recognizes the link 

between a healthy environment 
and healthy people and so 
emphasizes environmental 
preservation.

生
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自
立
と
協
働
の

自
治
体
経
営

We believe that the collaboration 
between the town and its citizens is 
vital for our development.
We therefore pursue policies in 
publ ic works, cr ime prevention, 
disaster prevention and environmental 
preservation.

あじはら小径

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

生
活
基
盤
の
整
備
事
業
。

　　

通
勤
や
通
学
、
近
隣
市
町
へ
の
往
来
に
利
用
さ

れ
る
交
通
基
盤
は
、
住
民
の
利
便
性
の
確
保
と
広

域
的
な
地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
国
道
9
号
と
1
7
8
号
の
基
幹

道
路
を
軸
に
、
県
道
や
町
道
、
さ
ら
に
農
道
、
林
道

で
形
成
さ
れ
て
い
る
道
路
の
利
便
性
・
安
全
性
の

確
保
を
図
る
た
め
に
交
差
点
改
良
や
幅
員
拡
幅
・

歩
道
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
海

沿
岸
を
東
西
に
走
る
鉄
道
、
町
内
や
近
隣
市
町
、
さ

ら
に
京
阪
神
へ
の
直
通
便
を
設
け
る
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
は
、
住
民
が
生
活
す
る
上
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
関
し
て
は
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環

境
の
実
現
と
、
川
や
海
な
ど
の
汚
染
を
防
止
す
る

た
め
に
下
水
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
流
出
人
口
の
歯
止
め
や
転
入
人
口
の

増
加
策
と
し
て
の
公
営
住
宅
の
設
置
、
町
の
新

し
い
情
報
基
盤
と
し
て
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

浜坂浄化センター

住
民
が
こ
れ
か
ら
も
有
意
義
で
快
適
な
生
活
を

送
ら
れ
る
よ
う
、
新
温
泉
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

利
便
性
の
向
上
や
環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

行
政
と
住
民
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

堅
実
な
自
治
体
経
営
に
不
可
欠
な
要
素
で
す
。

新
温
泉
町
で
は
、
住
民
と
共
に
、
防
犯
、
防
災

体
制
の
整
備
、
環
境
美
化
活
動
を
通
し
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

新
温
泉
町
で
は
、
す
べ
て
の
住
民
が
安
心
・
安

全
に
暮
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
犯

罪
や
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
る
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災
訓
練
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
特
に
最
近
は
全
国
的
に
青
少
年
に
対
す
る

犯
罪
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

が
自
主
的
に
実
施
し
て
き
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
新
温
泉
町
青
少
年
育
成
推
進
協

議
会
で
は
地
域
と
学
校
の
連
携
の
も
と
、「
青
少

年
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
編
成
し
、
さ
ら
な
る
地
域

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
自
然
環
境
と
の
共
生
を
柱
に
、
岸
田

川
な
ど
の
河
川
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
・

治
山
対
策
、
冬
期
の
雪
害
防
止
、
防
災
訓
練
や
防

災
知
識
の
普
及
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

魅
力
的
な
町
づ
く
り
。

東浜居組道路（七坂トンネル）

ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
夢
ネ
ッ
ト
）
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
独
自
の
景
観
の
保
全
・
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
海
に
注
ぐ
岸
田
川
の
河

口
付
近
に
は
、
清
流
・
味
原
川
に
沿
っ
て
造
り
酒

屋
や
縫
い
針
生
産
で
栄
え
た
古
い
町
並
み
が
残
っ

て
い
ま
す
。
現
在
も
往
時
を
偲
ば
せ
る
旧
家
や
石

垣
な
ど
が
並
ぶ
歩
道
は
、
あ
じ
は
ら
小こ
み
ち径
と
し
て

整
備
さ
れ
、
近
畿
自
然
歩
道
日
本
海
沿
岸
ル
ー
ト

の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
村
温

泉
街
の
中
心
地
は
、
県
の
「
ま
ち
な
か
景
観
形
成

地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
温
泉
情
緒
が
漂
う
独
自
の

景
観
を
活
か
し
、
春
来
川
に
架
か
る
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業
や
川
沿
い
の
歩
道
は
、
潤
い
の
あ
る

空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
こ
の
よ
う
に
町
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
環
境
に
関
す
る
保
全
・
整
備
を
進
め
る

一
方
、「
恒
久
平
和
の
町
」
を
宣
言
し
、
非
核
三

原
則
の
堅
持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
戦
争

の
な
い
明
る
く
幸
せ
な
生
活
を
守
る
決
意
を
表
明

し
て
い
ま
す
。

JR 浜坂駅

CATV（夢ネット）

　

こ
れ
ら
防
災
、
防
犯
活
動
に
加
え
て
、
沿
道
の

花
木
栽
培
を
通
し
て
の
美
化
活
動
も
行
っ
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
は
、
住
民
の
花
や
樹
木
、
地
域
を

慈
し
む
心
を
通
じ
て
の
人
間
社
会
に
お
け
る
「
思

い
や
り
の
心
」
の
育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

公営住宅（井土団地）

湯村温泉街

プランターへの植栽

婦人会の子ども見守りパトロール
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